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医療でなぜ「哲学」なのか
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医療でなぜ「哲学」なのか

＝近，哲学の本を好んで読んでいる。それにはきっかけと理由，意味がある

目支のだが,今回は深く掘り下げないことにして（ものごとの契機や，どうし
てそういう認識に至ったのかを問うのも哲学的な思考であるが)，少し肩の力を抜

いて思うがまま書かせていただくことにしたい。医療と哲学が結びつかない人は多

いと思う。哲学というとなんだか，「ひと癖ある人たちが，言葉遊びをしているも

のだ」とか，「何かを聞いても難解な言葉で煙に巻かれてしまう」といったイメー

ジがあるかもしれない。医学は科学であるので，哲学などと関係はないという意見

も多いはずである。しかし；学問（科学も例外ではない）は哲学から派生したもの

であるし，哲学が知識の体系として諸学に底流するものであることは’今も昔も変

わらない。われわれは知らず知らずに哲学に触れ，哲学の恩恵を受けている。念の

ため，ここでいう哲学とは“俺の診療哲学”のような個人的な理念ではなく，多く

の人に共通了解が可能な原理のことを指している。

哲学の本からは，驚くほど多くの気づきを得る○本の中は赤線だらけになり，

｢ほう，なるほど」と口をあけたり’大きく領いたりしながら読んでいるｏきっと

周囲から見れば，私の読書風景はかなり滑稽である。もちろんその本に，現場の問

題に対する具体的解決法が書いてあるわけではない。哲学の本に書いてあるのは，

｢考え方｣，しかもより原理的なレベルでの思考の方法である。ものごとが行き詰ま

った時，容易には解決できないような問題に道を塞がれた時，そんな時にどんな

｢考え方」をしたらいいのか，哲学は教えてくれる。哲学史などはそんな「考え方」

のオンパレードであるので，読んでいる私が何回も膝をボンボン叩くわけである。

無論，この時点で現場の問題が「解決」するわけではない。哲学がもたらすのは

問題の「解明」である。つまり,問題を問題でなくしてしまうということだ。その

境地に辿り着くためのツールが哲学的思考法であり'哲学はそれを紀元前から続け，

蓄積してきた思考法の巨大なツールボックスなのである。

と鵜鴛駕鰯蹴驚鰯鰯隠
る。今回はなぜ“今',，医療で哲学をする必要があるのかを書くに留めたいと思う。

たとえば「われ思う，ゆえにわれあり（コギト．エルゴ・スム)」で有名なデカ

ルトは，不可疑なものを発見しようとする中で，考えられるものをすべて疑ってみ

ようとした。これを「方法的懐疑」という（実はこの疑いには際限がない○疑って

いることを疑いによって否定することは不可能である。ただ，このように私が「疑

っている＝考えている」ことは確かであろう。そうして辿り着いたのが「コギト・

エルゴ．スム」である)。この思考形式は現代まで続く思想●哲学の基本的なやり
方といって差し支えないだろう。

今の医療者の考えの進め方を振り返ってみると，弱体化していると思えなくもな

い。ここにある学会の抄録集があるが，そこにみられるのは「医療はチームでされ

緩和ケアＶｏｌ２２Ｎｏ､１JAN２０１２

阿
部
泰
之
旭
川
医
科
大
学
病
院
緩
和
ケ
ア
診
療
部




	阿部泰之先生
	cover
	2012年01月24日15時20分33秒

	2012年01月26日10時51分16秒



